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　田植えの済んだ田
たん ぼ

圃は、ときと
して風景を描く巨大なキャンバス
になる。
　田面に描かれた裏山の風景は多
くの残雪に覆われている。
　やがては溶けて田

たん ぼ

圃に導かれる
水となり、キャンバスの絵は月日
と共に趣

おもむき

も変化してゆきます。
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の
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◆ 

情
報
活
動
部
会 

◆　
　
　
　
　

　

新
発
田
市
で
も
農
業
者
の
高
齢

化
や
労
力
不
足
、
鳥
獣
被
害
な
ど

に
よ
り
、
遊
休
農
地
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
遊
休
農
地
を
解
消
す
る

た
め
、
川
東
地
区
で
取
り
組
ま
れ

た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

川
東
地
区
で
は
、
昭
和
四
十
年
頃

か
ら
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
面
積
を
伸
ば

し
、
畑
と
し
て
農
地
を
広
げ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
耕
作
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
栽

培
面
積
は
急
激
に
減
少
し
、
耕
作
さ

れ
な
い
畑
が
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
遊
休
状
態
を
解
消
し
た
農
地

は
、
そ
ん
な
川
東
地
区
内
に
あ
る
、

七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
一
団
の
畑
で

す
。
川
東
地
区
の
農
業
委
員
六
名
の

主
導
で
新
発
田
市
独
自
事
業
「
強
い

農
林
水
産
業
づ
く
り
支
援
事
業
」
を

活
用
し
て
遊
休
状
態
を
解
消
し
、
地

元
の
農
業
者
が
地
権
者
か
ら
そ
の
農

地
を
借
り
て
、
そ
ば
を
栽
培
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
ば
を
作
付
け
す
る
に
あ
た
り
、

七
月
末
ま
で
に
は
播
種
を
終
え
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
、
六
月
下

旬
に
地
権
者
・
耕
作
者
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
趣
旨
を
説
明
し
て
承
諾

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
月
上
旬
に
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
川
東
地
区
の
委
員
に

加
え
、
協
力
を
申
し
出
た
有
志
の
農

業
委
員
十
名
を
含
む
十
六
名
が
各
自

持
参
し
た
愛
用
の
エ
ン
ジ
ン
式
草
刈

り
機
の
ほ
か
、
堤
防
の
法
面
の
草
刈

り
な
ど
に
使
用
す
る
リ
モ
コ
ン
式
の

草
刈
り
機
も
加
わ
り
、
無
事
作
業
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

遊休農地解消  に取り組んだ活動 に取り組んだ活動 に取り組んだ活動遊休農地解消  に取り組んだ活動

リモコン式草刈り機による作業草刈り作業
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草
刈
り
を
終
え
た
後
も
雑
草
の
株

が
隆
起
し
て
コ
ブ
状
に
な
っ
て
い
た

り
、
雑
木
が
数
本
生
え
て
い
た
り
し

た
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
直
ぐ
に
耕

耘
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
パ
ワ
ー
シ
ョ

ベ
ル
で
天
地
返
し
を
行
っ
た
り
、
雑

木
を
伐
採
し
た
り
し
て
、
根
っ
こ
を

抜
き
取
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

　

草
刈
り
に
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、

「
荒
廃
の
進
ん
だ
農
地
の
再
生
は
、

一
朝
一
夕
に
で
き
る
は
ず
も
な
く
、

多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
あ
り
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要

す
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
理
解
し

た
。
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
が
い
か

に
重
要
で
あ
る
か
、
改
め
て
痛
感
し

た
」
と
の
声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。

　

栽
培
し
た
そ
ば
は
、
順
調
に
生
育

し
、
収
穫
も
行
い
ま
し
た
。

　

農
地
は
所
有
す
る
人
の
財
産
な
の

で
、
自
己
責
任
で
管
理
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
基
本
で
す
。
し
か
し
、
高

齢
化
や
遠
方
在
住
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
そ
の
役
割
を
「
誰
か
」
が
担
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
川
東
地
区
で
は
農
業
委
員
が
そ
の

役
割
を
担
い
ま
し
た
が
、
地
区
に

よ
っ
て
は
そ
の
役
割
を
、
農
業
委
員

が
中
心
と
な
り
つ
つ
も
、
集
落
営
農

法
人
や
農
地
所
有
適
格
法
人
、
担
い

手
農
家
、
あ
る
い
は
新
規
就
農
者
が

担
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
活

動
を
通
じ
て
、
農
地
利
用
の
最
適
化

の
推
進
が
、
市
内
各
地
で
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

遊休農地解消  に取り組んだ活動遊休農地解消 遊休農地解消 遊休農地解消  に取り組んだ活動

草刈りや整地を行った農地収穫間際のソバ
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★★    

農農  

業業  

委委  
員員

１　

業
務
内
容
等

(1)　

業
務
内
容

　

 　

農
地
法
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
で
規
定
さ
れ
る
業
務
（
農

地
の
利
用
集
積
の
推
進
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
な
ど
）
を
市
内
で
行
う
ほ

か
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
な
ど

の
審
議
を
行
い
ま
す
。

(2)　

募
集
人
員 

19
名

(3)　

 

任　
　

期 

市
長
か
ら
任
命
さ
れ

た
日
（
平
成
29
年
７
月
20
日
の
予

定
）
か
ら
３
年

(4)　

 

報　
　

酬 

月
額
２
０
、８
０
０
円

に
、
市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加

算
し
た
額

(5)　

 

身　
　

分　

特
別
職
の
非
常
勤
職
員

２　

被
推
薦
・
応
募
資
格

　

農
業
に
関
す
る
識
見
及
び
農
業
振
興

に
熱
意
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の

農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に

関
し
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
者
で
、
就
任
予
定
日
に
お
い

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

① 　

破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
者

② 　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

③ 　

兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政

委
員
会
の
委
員

３　

募
集
期
間
等

　

募
集
は
、
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選

任
に
関
す
る
規
程
及
び
募
集
要
項
に

基
づ
き
行
い
ま
す
。
募
集
要
項
及
び
推

薦
・
応
募
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
農

業
委
員
会
事
務
局
及
び
豊
浦
・
紫
雲

寺
の
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

(1)　

 

募
集
期
間 

平
成
29
年
３
月
15
日

（
水
）か
ら
同
年
４
月
13
日（
木
）ま
で

(2)　

 

提
出
書
類 

推
薦
書
ま
た
は
応
募
書

(3)　

 

提
出
方
法 

平
成
29
年
４
月
13
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

（
期
限
内
必
着
）

４　

審
査
方
法

　

 　

審
査
会
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

５　

審
査
結
果
の
通
知

　

 　

平
成
29
年
５
月
末
ま
で
に
通
知
し

ま
す
。

６　

そ 

の 

他

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
同
時
に
推
薦
・
応
募
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
両
方
の
職
を

兼
ね
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後

の
２
回
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
次

の
事
項
を
公
開
し
ま
す
。

① 　

推
薦
し
た
者
（
個
人
）
は
、
氏

名
、
職
業
、
年
齢
及
び
性
別

② 　

推
薦
し
た
者
（
団
体
等
）
は
、

名
称
、
目
的
、
代
表
者
ま
た
は
管

理
人
の
氏
名
、
構
成
員
の
数
、
構

成
員
た
る
資
格
及
び
そ
の
他
の
当

該
推
薦
し
た
者
の
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
事
項

③ 　

推
薦
を
受
け
た
者
ま
た
は
応
募

し
た
者
は
、
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、性

別
、
経
歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況

④ 　

推
薦
を
受
け
た
者
の
数
及
び
そ

の
う
ち
の
認
定
農
業
者
等
、
青
年

（
49
歳
以
下
の
者
）
及
び
女
性
の
数

⑤ 　

応
募
し
た
者
の
数
及
び
そ
の
う

ち
の
認
定
農
業
者
等
、
青
年
及
び

女
性
の
数

  

★★  

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

１　

業
務
内
容
等

(1)　

業
務
内
容

　

農
地
法
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
で
規
定
さ
れ
る
業
務
（
農

地
の
利
用
集
積
の
推
進
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
な
ど
）
を
担
当
す
る
区
域
で

行
う
ほ
か
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売

買
な
ど
に
関
す
る
調
査
及
び
そ
の
結

果
報
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

(2)　

募
集
人
員 

22
名

(3)　

 

任　
　

期 

農
業
委
員
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
日
（
平
成
29
年
７
月
20

日
以
降
の
予
定
）
か
ら
農
業
委
員

の
任
期
ま
で

(4)　

 

報　
　

酬 

月
額
１
３
、２
０
０
円

に
、
市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加

算
し
た
額

(5)　

 

身　
　

分 

特
別
職
の
非
常
勤
職
員

２　

被
推
薦
・
応
募
資
格

　

地
域
か
ら
の
信
頼
並
び
に
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
及
び
識

■
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

　

新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局  

〒
９
５
９

－

２
４
９
２ 

新
発
田
市
住
田
５
１
０
（
☎
３
３

－

３
１
１
９
）
に
お
願
い
し
ま
す
。
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見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業

委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関

し
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
者
で
、
就
任
予
定
日
に
お
い

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

① 　

破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
者

② 　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

③ 　

兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政

委
員
会
の
委
員

３　

募
集
期
間
等

　

募
集
は
、
市
農
業
委
員
会
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
選
任
に
関
す

る
規
程
及
び
募
集
要
項
に
基
づ
き
行

い
ま
す
。
募
集
要
項
及
び
推
薦
・
応

募
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
農
業
委

員
会
事
務
局
及
び
豊
浦
・
紫
雲
寺
の

支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

(1)　

 

募
集
期
間 

平
成
29
年
３
月
15
日

（
水
）か
ら
同
年
４
月
13
日（
木
）ま
で

(2)　

 

提
出
書
類 

推
薦
書
ま
た
は
応
募
書

(3)　

 

提
出
方
法 

平
成
29
年
４
月
13
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

（
期
限
内
必
着
）

４　

審
査
方
法

　

 　

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
行
い

ま
す
。

５　

審
査
結
果
の
通
知

　

 　

平
成
29
年
５
月
末
ま
で
に
通
知
し

ま
す
。

６　

そ　

の　

他

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
同
時
に
推
薦
・
応
募
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
両
方
の
職
を
兼
ね

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
は
、
同
時
に
複
数
区
域

の
候
補
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後

の
２
回
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
次

の
事
項
を
公
開
し
ま
す
。

① 　

推
薦
し
た
者
（
個
人
）
は
、
氏

名
、
職
業
、
年
齢
及
び
性
別

② 　

推
薦
し
た
者
（
団
体
等
）
は
、
名

称
、
目
的
、
代
表
者
ま
た
は
管
理
人

の
氏
名
、
構
成
員
の
数
、
構
成
員
た

る
資
格
及
び
そ
の
他
の
当
該
推
薦
し

た
者
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
事
項

③ 　

推
薦
を
受
け
た
者
ま
た
は
応
募

し
た
者
は
、
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性

別
、
経
歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況

④ 　

担
当
区
域
の
地
区
名
ご
と
の
推

薦
を
受
け
た
者
又
は
応
募
し
た
者

の
数
並
び
に
そ
の
う
ち
の
青
年

（
49
歳
以
下
の
者
）
及
び
女
性
の
数

★ 　

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
報
酬
は
、
市
議
会
２
月

定
例
会
で
平
成
29
年
度
当
初
予
算
案

が
議
決
さ
れ
た
後
に
決
定
し
ま
す
。

◀ 農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数 ▶
地 区 名 地　　区　　の　　区　　域 人数

新 発  田
新栄町、富塚町、住吉町、舟入町、大栄町、御幸町、中曽根町、新富町、東新町、本町、
豊町、諏訪町、中田町、小舟町、緑町、城北町、舟入、弓越、富塚、奥山新保、中曽根、
高浜、板敷、東塚ノ目、中田、西名柄、島潟、道賀、長畑、桑ノ口、下名柄、中谷内、
小舟渡

2

佐 々  木 佐々木、上中沢、西蓑口、飯島甲 ・ 乙、下興野、太田新田、飯島新田、鳥穴、砂山、
曽根、日渡、則清、則清新田、西宮内、北蓑口 2

米倉・赤谷
五十公野

米倉、大槻、山内、中々山、滝谷、上赤谷、滝谷新田、江口、丑首、上内竹、下内竹、
五十公野（天ノ原、小路、杉原、外城、上町、下町、七軒町、山王）、山崎、小見、古寺、
上新保、下新保、金谷、豊町２丁目、豊町３丁目

3

松 　  浦 大崎、六日町、八幡、八幡新田、小友、浦新田、浦、法正橋、松岡、荒川、上中山、
新荒川、瑞波 2

川 　  東
上大友、下大友、車野、西姫田、石喜、敦賀、下高関、下岡田、上岡田、宮古木、小戸、
板山、上車野、田貝、虎丸、上三光、下三光、上楠川、下楠川、東姫田、南楯、上羽津、
下羽津、本間新田、長峰

3

菅 　  谷
上荒沢、溝足、熊出、丸市、下中山、横山、上寺内、下寺内、〆切（蔵光）、東宮内、
中妻、黒岩、麓、上中江、下中江、北中江、中倉、蔵光、菅谷、小出、繁山、下石川、
中川、丸山、滝、上石川

2

豊 　  浦 旧豊浦町の区域 3

紫 雲 寺 旧紫雲寺町の区域 2

加 治 ・
加 治 川

館野小路、新保小路、茗荷谷、金津、〆切（早道場）、早道場、上館、新屋敷、下中、
下今泉、上小松、下小松、三日市
旧加治川村の区域

3
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ど
ち
ら
が
当
選
し
て
も
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
否
定
的
だ
っ
た
米
国
大
統

領
選
挙
、
十
一
月
九
日
、
早
々

に
撤
退
を
表
明
し
て
い
た
候
補

の
当
選
で
さ
ら
に
先
が
見
え
な

く
な
っ
た
中
、
国
内
で
は
既
定

路
線
に
乗
り
、
翌
十
日
の
衆
院

本
会
議
で
議
決
さ
れ
た
。

　

研
修
趣
旨
を
聞
い
た
時
点
で

は
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
状
況
が

変
わ
る
と
は
想
像
で
き
な
か
っ

た
が
、
今
こ
そ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
こ
れ

か
ら
の
農
政
を
学
ぶ
べ
き
時
と

研
修
初
日
、
衆
議
院
議
員
会
館

で
農
林
水
産
省
の
方
々
に
話
を

伺
っ
た
。
地
元
選
出
の
国
会
議

員
も
同
席
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め

ぐ
る
現
状
と
新
聞
を
賑
わ
せ
た

Ｓ
Ｂ
Ｓ
枠
の
解
釈
、
備
蓄
米
な

ど
に
つ
い
て
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
予
定
の
時
間
を
大
幅
に
超
え

る
質
問
と
意
見
が
出
さ
れ
、
農

政
に
対
す
る
不
安
と
不
満
が
あ

ら
わ
れ
た
時
間
と
な
っ
た
。
ま

だ
ま
だ
伝
え
足
り
な
い
気
持
ち

を
議
員
に
託
し
一
日
目
を
終
え

た
。

　

二
日
目
の
視
察
先
、「
道
の

駅
ら
ら
ん
藤
岡
」。

　

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
と
し

て
、
高
速
道
路
か
ら
の
立
ち
寄

り
も
で
き
、
噴
水
広
場
を
囲
む

農業委員視察研修　平成28年11月16・17日 東京都永田町・群馬県藤岡市

農業委員農業委員
視察研修視察研修をを
終えて終えて

農林水産省の説明
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よ
う
に
地
元
の
新
鮮
野
菜
や
手

作
り
の
加
工
品
を
販
売
す
る
直

売
所
、
飲
食
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ー
が
並
び
、
小
さ

い
観
覧
車
の
あ
る
遊
び
の
広
場

な
ど
、
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の

家
族
を
含
め
た
幅
広
い
世
代
が

利
用
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い

た
。
運
営
会
社
の
社
長
か
ら
は

設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

経
緯
（
様
々
な
課
題
と
如
何
に

ク
リ
ア
し
て
き
た
か
）
な
ど
を

お
聞
き
し
、
直
売
所
の
責
任
者

の
方
か
ら
は
主
に
運
営
方
法
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
し

て
頂
い
た
。

 

「
高
齢
化
が
進
み
農
家
が
不

足
し
て
き
た
た
め
、
商
品
供
給

が
追
い
つ
か
な
い
の
が
悩
み
」、

「
農
家
全
員
が
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
と
り
、
土
作
り

か
ら
安
心
安
全
な
商
品
を
作

る
」、「
良
い
も
の
な
ら
多
少
高

く
て
も
売
れ
る
」
総
じ
て
担
当

者
の
将
来
へ
の
自
信
と
や
り
甲

斐
の
見
え
る
言
葉
が
多
か
っ

た
。

　

国
内
外
の
問
題
や
課
題
が
あ

る
中
、
こ
れ
か
ら
の
農
政
が
考

え
る
べ
き
根
本
は
食
糧
自
給
と

農
地
の
保
全
で
あ
り
、
こ
の
観

点
か
ら
将
来
を
見
据
え
、
そ
の

上
で
農
業
委
員
の
役
割
と
責
任

を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
二
日
間
だ
っ
た
。

　

道
中
立
ち
寄
る
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
は
並
ぶ
農
産
品
に
目
を

や
り
手
に
す
る
委
員
の
姿
が
見

ら
れ
、
価
格
、
品
質
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て

話
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

 

（
外
山
委
員
）

運営会社からの概要説明

道の駅ららん藤岡直売所にて

道の駅ららん藤岡
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各
部
会　

活
動
報
告

各
部
会　

活
動
報
告

農
地
調
整
部
会

 

鹿
島
部
会
長　

　

農
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
が
必
須
業
務
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
に
よ
り
、
今
年
度
は
八
月
と
十
一

月
の
二
回
に
わ
た
り
市
内
を
十
一
班
に
分
け
、
市
農

水
振
興
課
の
職
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
と
と

も
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
通
知
し
て
い
た
農
地
の
利
用
意
向
調
査
の

確
認
で
あ
り
、
特
に
多
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
条
件

不
利
地
の
中
山
間
地
域
で
す
。
荒
廃
農
地
を
放
置
し

た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
固
定
資
産
税
が
増
額
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
心
当
た
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
お
近
く
の
担
当
農
業
委
員
か
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

利
用
可
能
な
農
地
は
有
効
に
活
用
し
た
い
も
の
で

す
。

農
政
推
進
部
会

 

近
藤
部
会
長　

　

昨
年
は
自
然
災
害
に
遭
う
事
も
無
く
素
晴
ら
し
い

作
柄
で
過
ぎ
て
行
く
そ
ん
な
中
、
国
会
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

法
案
の
採
決
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
農
業
委
員
の
研
修
及
び
視
察
研
修
の
企
画
、立
案
」

　

昨
年
十
一
月
に
、
永
田
町
の
議
員
会
館
で
農
林
水

産
省
担
当
職
員
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
三
十
年
問
題
（
米

政
策
の
見
直
し
）
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
有
意
義

な
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
」

　

昨
年
二
月
に
、
新
規
就
農
者
十
九
名
と
農
業
委
員

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
新
規
就

農
者
か
ら
は
、
活
発
な
ご
意
見
や
要
望
な
ど
を
頂
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
も
一
月
二
十
九
日
に
新
規
就

農
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
農
業
者
年
金
加
入
推
進
及
び
研
修
会
の
開
催
」

　

年
一
回
、
県
農
業
会
議
か
ら
講
師
を
招
き
農
業
者

年
金
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
加
入
推

進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
活
動
部
会

 

藤
間
部
会
長　

　

情
報
活
動
部
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
農
業

委
員
会
で
把
握
し
て
い
る
情
報
の
中
で
ま
ず
は
、
関

係
法
令
の
農
地
法
や
農
業
委
員
会
法
等
の
改
正
内
容

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
情
報
活
動
部
会
が
発
行
す
る
農
業

委
員
会
広
報
誌
「
さ
わ
や
か
」
に
二
度
に
わ
た
り
掲

載
し
、
情
報
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

関
係
法
令
や
条
例
等
に
改
正
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
発

行
毎
に
広
報
誌
を
通
じ
て
関
係
内
容
を
発
信
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
関
連
の
記
事
と
し
て
、
今
年
度
も
頑

張
る
新
規
就
農
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
農
地
無
し
・

機
械
無
し
・
農
業
経
験
無
し
の
、
ま
る
っ
き
り
ゼ
ロ

か
ら
の
畑
作
に
挑
戦
し
た
若
者
の
就
農
に
至
る
ま
で

の
苦
悩
を
取
材
し
た
劇
的
な
経
緯
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
。

　

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ
る
農
業
情
勢
の

中
、
農
業
に
夢
を
抱
き
、
情
熱
を
燃
や
し
敢
え
て
農

業
と
い
う
業
種
に
就
く
若
者
の
パ
ワ
ー
を
小
冊
子
か

ら
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
現
農
業
者
の
さ

ら
な
る
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
な
記
事
や
情
報
を
掲
載

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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平成28年中に公告した新発田市の
農地賃借料情報をお知らせします

※この情報は、平成28年中に公告した農地の賃貸借契約のデータを単純集計したものです。 （単位：10ａ当たり）

※　 農地法の改正により標準小作料が廃止されたことに伴い、新発田市では上記のとおり賃借料の目安となる情報提供を行います。

区 分

地 区

1
データ数
（11,711）
※ 最多契約額
【25,000円】

２
データ数
（4,813）
※ 最多契約額
【15,000円】

３
データ数
（　950）
※ 最多契約額
【15,000円】

４
データ数
（　240）
※ 最多契約額
【 9,000円】

畑
データ数 
（  179）

【最多契約額】
【 7,000円】

賃 借 料

【最高契約額】
【35,000円】
【平均契約額】
【21,558円】
【最低契約額】
【 5,000円】

【最高契約額】
【35,000円】
【平均契約額】
【17,143円】
【最低契約額】
【 3,000円】

【最高契約額】
【23,205円】
【平均契約額】
【15,543円】
【最低契約額】
【 5,000円】

【最高契約額】
【15,000円】
【平均契約額】
【10,005円】
【最低契約額】
【 8,775円】

【最高契約額】
【10,000円】
【平均契約額】
【 5,541円】
【最低契約額】
【 1,000円】

※ 　畑の金額につい
ては、新発田市全域
のデータになって
おります。

新 発 田 ◎区画整備済地区 左記以外

五十公野 ◎圃場整備済地区

◎圃場整備未済地区
　 五十公野･金谷･下
新保･古寺･上新保･
山崎･江口･丑首･下
内竹･小見･上内竹

松　　浦 ◎圃場整備済地区

◎圃場整備未済地区
　 六日町･八幡･(浦･
浦新田)･松岡･荒川
･八幡新田

◎圃場整備未済地区
　 大崎･上中山･新荒
川･田家

米　　倉 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区
　米倉･山内･大槻 中々山

赤　　谷 全区域

川　　東 ◎圃場整備済地区

◎圃場整備未済地区
　 大友･敦賀･下羽津･
南楯･上楠川･下楠
川･石喜･東姫田･岡
田･西姫田･下高関･
上三光･下三光

◎圃場整備未済地区
　 本間新田･上羽津･
虎丸･板山･小戸･宮
古木

田貝･長峰

菅　　谷 ◎圃場整備済地区

◎圃場整備未済地区
　 北中江･麓･上中江･
蔵光･下中江･中倉･
〆切･上荒沢･溝足･
下中山･下寺内･小
出･上寺内･菅谷･上
石川･中川･下石川･
滝･熊出

◎圃場整備未済地区
　繁山･丸市･横山

加　　治 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

佐 々 木 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

豊　　浦 ◎圃場整備済地区 ◎区画整備地区
　10～20ａ区画全域

◎ 福島潟周辺並びに
山沿地区で圃場整
備未済地区

紫 雲 寺 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

加 治 川 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区 ◎ 山沿地区で圃場整
備未済地区
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 充実した生活を送るためにも
 農業者年金に加入しましょう！

　少子高齢化・財政事情の悪化などから、年金への不安が広がる昨今。

　新しい農業者年金は、自分が掛けた保険料と運用益を、将来年金として一生涯受給でき

る、財政状況に左右されない、これからの時代にぴったりの安心・安全な公的年金です。

農業者年金特集
：：：もくじ：：：
新制度年金
　　 ………10～11ページ

旧制度年金 … 12ページ

停止のこと … 13ページ

◆ 農業者年金の支給額（年額）の試算 ◆

加入年齢 納付期間 運用利回り2.5％ の場合
男性 女性

20歳 40年 81万円 69万円
30歳 30年 54万円 46万円
40歳 20年 32万円 27万円
50歳 10年 14万円 12万円

（注）※ この試算は、通常加入で保険料月額２万円で加入し、65歳までの運用利回りが２.５％、65歳以降の予
定利率が０.75％となった場合の試算です。

　　　※ 運用利回りは、加入後の経済変動などにより上下します。制度発足以降の12年間（Ｈ25まで）の運用
利回り平均は、年率2.53％です。

　　　※ 予定利率は、毎年度、農林水産省告示により定められ、平成27年度は０.75％となっています。
　　　※各金額は、単位未満を四捨五入により表示しています。

しっかり積立、がっちりサポート。
安心で豊かな老後を。農業者年金をお勧めします！

新制度年金について

国民年金では足りない…
月額 23万 8千円の支出に対し、

国民年金の支給額は、40年加入で月額
約６万５千円、夫婦あわせて
月額約 13万円です。

こんなにかかる老後生活
（現金支出で年額約 286 万円）

高齢農家世帯（世帯主が 65歳以上の
夫婦２人）の家計費は、現金支出で月額約

23万８千円が必要です。

65 歳からの長い道のりには、
確かな安心が不可欠
老後はお金の心配をせずに暮らしたいもの。
農業者年金に加入している 65 歳の農業者の平
均余命は、男性22年（87歳）、女性27年（92歳）。
※  日本人の平均余命は男性 84 歳、女性 89 歳
となっており、農業者年金加入者の平均余命
の方が長くなっています。
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◎保険料はいくらなの？
　月額20,000円から67,000円の間で随時変更が可能です。
「さらに！」以下の要件をすべて満たした場合、保険料の国庫補助制度があります。
　①保険料納付期間が20年以上見込まれること（旧制度加入者はその期間も合算）
　②農業所得が900万円以下であること
　③下記の区分１～５のいずれかに該当すること

＊ 保険料の補助対象者と国庫補助額 ＊

区分 必 要 な 要 件 国庫補助額
35歳未満 35歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

３ 区分１または２の者と家族経営協定を締結し経営に参画している
配偶者または後継者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

４ 認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす者で、3年
以内に両方を満たすことを約束した者 6,000円（３割） 4,000円（２割）

５ 35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分１の者となる
ことを約束した後継者 6,000円（３割） ―

　※ 保険料の国庫補助を受ける期間の保険料は２万円で固定され、加入者が負担する保険料は２万円から国庫補助額を差
し引いた金額となります。

◎農業者年金のメリットは？
　農業者年金には、公的年金ならではの税制上の優遇措置があります。

農業者年金 民間個人年金
支払った保険料は全額社会保険料控除対象！
（所得税・住民税の節税効果があります）
例えば…課税される所得金額が195万円以下の方（税率15％）が毎
月2万円の保険料を支払った場合、36,000円の節税効果があります！
※所得税・住民税の場合、復興特別所得税を除く

控除額上限は５万円
（ただし、平成24年 1月 1日以
降に締結した保険契約の場合は上限
最大4万円）

運用益は全額非課税！
運用益の全額が給付源資になります。

一般の預貯金等の利子（運用益）に
は20％の税金がかかります。

公的年金制度等の控除対象！
65歳以上であれば、公的年金等の合計額が120万円までは非課税と
なります。

非課税額は各個人年金により異なり
ますので取扱店にご確認ください
（非課税対象外の場合もあります）。

支払った保険料はすべて年金原資に！
事務運営経費はすべて国が負担します。

コストの安いインターネット販売の
保険会社でも、事務経費として保険
料の1.5 ～ 2％程度が年金原資か
ら充てられます。

新制度農業者年金について

今から加入したら、

年金はいくら

もらえるかな・・・？

大事な後継者に年金を
掛けてやりたいけど、保険料が

ネックだなぁ・・・

女性は長生きだし、
主人より年下だから、国民年金

だけでは不安・・・

　　お近くの農業委員、ＪＡ各ふれあい営業所、農業委員会事務局へご相談ください！

◎いつからいつまで受給できるの？
　原則65歳から、生涯受け取ることができま
す（60歳から繰上受給も可能です）。
　80歳までの保障付きの終身年金です。80歳
前に亡くなった場合は、80歳までに受け取れ
るはずであった農業者老齢年金の現在価値相当
額を、死亡一時金として遺族が受け取れます。

◎どんな人が加入できるの？
　次の要件をすべて満たす方なら加入できます。
・ 国民年金の第１号被保険者（保険料納付免
除者でないこと） 

・年間60日以上農業に従事している
・60歳未満
　※ 加入する方は国民年金の付加年金（月額
400円）に加入する必要があります。
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これから 
旧制度年金を受給しようと、
考えている方へ。
（昭和32年１月１日以前生まれの方で、一定の要件を満たした人）

■経営移譲年金 〈まず農業委員会で農地の貸し借りを〉
　65歳までに後継者または第三者に農業経営を移譲することにより受給できる年金です。
　60歳から受け取ることもできますが、受給額は65歳から受け取るよりも減額されます。
　
　◎主な必要手続き
　・経営農地の処分（自作農地の貸付け、小作地の返還や後継者への権利移転等）
　・市水稲助成金、農業共済、農業所得申告名義の変更
　　（土地改良区組合員名義、ＪＡ組合員名義等も同時に変更することが望ましい）
　・法人構成員の場合は、所有する持分（株式等）の処分

　後継者に経営移譲するときは、農地を残らず処分（貸付け）しなければなりません
が、第三者に経営移譲するときは、自家用として10a未満の農地を残せます。
　農地の処分は農業委員会で申請しなければなりませんので、年金を受給したい年齢
の一年前には農業委員会にご相談にお越しください。

■経営移譲年金〔加算付〕
　経営移譲の相手によって、経営移譲年金に加算がつくことがあります。
　相手方の要件

◆個人の場合 ……60歳未満
 年間150日以上農業に従事、国民年金第1号被保険者
◆法人の場合 ……農地所有適格法人、ＪＡ、農地中間管理機構

■老齢年金
　65歳になれば経営移譲しなくても受給できる年金です。
　（経営主として農業を続けることができ、諸名義変更の必要もありません）

経営移譲年金の受給をお考えの方は、お早め
に農業委員会へご相談にお越しください！

旧制度年金について
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  農業を再開したとき農業を再開したとき
①農作物を出荷し対価をもらったとき
　　税申告で「農業収入がある」と申告した場合も農業再開とみなされます。
②農地を買ったり、借りたり、または転用したとき
　原則、支給停止になります。停止除外に該当するか、事前にご相談ください。

③農地所有適格法人の構成員、社員、または株主になったとき

  貸し付けた農地が返還されたとき貸し付けた農地が返還されたとき
　特に、後継者移譲をした方は注意する必要があります。
　貸し付け期限が切れたまま、手続きをし忘れている場合も含まれます。

お問い合せ　農業委員会事務局 ☎0254-33-3119（内線3236･3237）またはJA北越後各ふれあい営業所まで

 年金の支払月 年金の支払月 

 ２月（11､ 12､ 1 月分）

 ５月（ 2､ 3､ 4 月分）

 ８月（ 5､ 6､ 7 月分）

11月（ 8､ 9､ 10月分）

※ 10日に支払われます。

経営移譲年金・特例付加年金を経営移譲年金・特例付加年金を
受給している方へ受給している方へ

～農業者年金が停止される場合について～～農業者年金が停止される場合について～

すべての年金受給者は 現況届の提出現況届の提出 が必要です
　農業者年金を受給している方は、毎年６月に現況届を提出してください。
　経営移譲年金または特例付加年金受給者の方は、「水稲や果樹などの農業共済の名義が
ないこと」「経営所得安定対策の申請者になっていないこと」「農業所
得の申告をしていないこと」等の確認を毎年行います。受給者本人
の名義になっていると、経営移譲年金が停止する場合があります。

提出先：農業委員会事務局（加治川庁舎２階）
豊浦支所・紫雲寺支所
JA北越後各ふれあい営業所（聖籠営業所を除く）

Ｑ
 耕作できずに荒廃してい
る農地があるのだけど、
年金に影響はある？

Ａ特定処分対象農地等が荒廃し、農
業委員会等の指導を受け、解消に

向けた取り組みや、適切な管理が行われ
ない場合、経営移譲年金・特例付加年金経営移譲年金・特例付加年金
が停止が停止になる場合があります。ご心配な
方は農業委員会へご相談ください。

きき



14平成 29 年 3 月号

■
発

行
　

新
発

田
市

農
業

委
員

会
　

☎
 0

2
5
4
-3

3
-3

1
1
9

　
　

　
　

新
発

田
市

住
田

5
1
0
番

地
 FA

X
 0

2
5
4
-3

3
-3

9
3
0

■
印

刷
　

島
津

印
刷

株
式

会
社

INFORMATION

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 33-3119

　今回は、米倉地区の米倉・大槻地内で営農
している（農）米倉村におじゃましました。

（担当　津村委員）
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編◆集◆後◆記編◆集◆後◆記
　昨年の国内外の主な選挙を振り返りま

すと、共通している事が思い出されま

す。

　身近な選挙では参議院、県知事選挙、

国外に目を向ければ、イギリスのＥＵ離

脱、アメリカの大統領選挙があり、いず

れも事前の世論調査、マスコミ等による

予測とは違った結果になりました。

　民意は日々動き予測できないものであ

り、すでに世の中のしくみ、考え方、そ

れを司る生活環境は確実に変わってきて

おります。

　将来の方向も民意が選んだリーダーが

決めていくわけでありますので、改めて

選挙、投票の重要性を再認識したところ

であります。

 （嶋津委員）

農地（田）の権利移転の手続きは､4月10日（月）までに
　田は、作付けが始まると、権利の調整が難しくな
りますので、原則として４月が売買や貸し借りの権
利移転の最終月になります。
　田の売買や貸し借りを予定されている方は、早め
に農業委員会に書類を提出してください。
◎ 畑は、作物の権利調整がついていれば、売買や貸
し借りの書類を通年で受け付けています。

月700円 年間8,400円金曜日発行週刊

※ 現金納付の方は、口
座振替日が納付期限
です。

３ヵ月無料試し読みキャンペーン実施中！
詳しくは農業委員会事務局または農業委員まで。

全国農業新聞購読料（３ヵ月分）口座振替日のお知らせ
１・２・３月分 平成29年５月10日（水）
４・５・６月分 平成29年８月10日（木）

全国農業新聞全国農業新聞をを読もう！！読もう！！
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